三沢先輩との相談会　備忘録
参加者　山形やまがたウォーキング
事務局長　三澤　佑一先輩（昭和５７年卒業）
（資）三澤陶磁器店　代表
実行委員　荒井　敦　　　
荒井印刷（株）常務取締役
山形ブロック協議会支援委員会
遠藤委員長
武田副理事長
半田幹事
三瓶委員
場所　　霞城公民館内喫茶ふれ愛
日時　　２０１１年６月１６日１５：３０～１７：００
作成者　三瓶　勝
【質問】
距離は何キロが妥当でしょうか？
【回答】
２０キロは長すぎる。長くとも１０キロの方がいいだろう。
【質問】
ルートの案として、駅前から蔵王インターへ向かい川沿いを歩いて七日町に入ると考えていますがいかがでしょうか？
【回答】
山形ウォーキングは川沿いを歩いているので、二番煎じにならないためにも街中という考えはいいのではないか？カスカワスポーツが２～３０名で行っているウォーキングルートと同じようなルートだ。
【質問】
登録費の入金をスムーズにするための工夫はあるのでしょうか？
【回答】
あらかじめ証書が入っているので郵便が便利。スポンサーより、２７０＾２８０くらいの景品を集めウォーキング後の抽選会にて配るようにしている。入金作業など少人数でやることが好ましい。当日の受付時に、証明書とゼッケン等の入った袋を引き換える。広報手段としてＹＢＣにお願いし、ライブ放送を行っているので、携帯型のラジオを持参していただきラジオを聴きながら歩いてもらう。
ジャバの駐車場は約２，０００人分の駐車可能な駐車場が確保できる。大半の参加者は車で会場入りするので車の収納がポイントだ。雨天時の着替え場として、ジャバの大広場を借りられるよう手配している。本部のテントなどもジャバから借りているので、トラックなどを使用しての物の移動をしなくとも良い。
【質問】
途中で帰る方の対応はどうしたらいいのでしょうか？
【回答】
ウォーキングの途中で帰る人はいない。ゴール後、抽選会を待たずに帰る人は４割程度いた。いかに参加者をつなぎとめていられるかがポイントだ。公園内は店を出して商売ができない。障害者の売店を出して物を買い上げ参加者に提供するようにしている。
ピンクリボン運動との提携なども考えてみたらどうか。県立立中央病院の工藤先生という方が中心的に活動している。七日町商店街との提携や商工会議所との提携なども一つの手段ではないか。
　ボランティアはほとんどいない。社会人のスタッフで６０名程度で運営している。チェックポイントは設けずコースの曲り角に人を立たせる。コースを４ブロックに分け各ブロックごとに指揮を執る。企画・運営・実施をしっかりすればうまくいく。参加者のメリットを出さなければいけない。食べる・もらうという何かを提供する。１，０００名の参加者を募るのでは、５０名のスタッフでは足りないだろう。大会運営で気を付けなければならないのは、怪我、事故をいかにして防ぐかにかかってくる。看護士、ＡＥＤ使用可能者、救急車の手配準備など各病院との下準備も必要だ。
【質問】
スタート・ゴール時の混乱するようで不安です。
【回答】
１０キロ・５キロは同時スタート。スタート後１０分くらいだけなので心配はない。わざと一人ずつしか歩けないポイントを設定している。コース選定で大切なのはトイレがあるかどうか。１０キロで７か所のトイレを準備している。コース沿いにあるコンビニなどに依頼してトイレの確保をしなければいけないだろう。市の公園課に交渉する。トイレットペーパーの準備をしてもらう。市長を参加させることにより市役所を有効活用する。
【質問】
参加者を増やすための効果的なツールは何でしょうか？
【回答】
ＪＣのメンバー、シニア、市民で３００名の基礎人数は見込むことができるだろう。ラジオでの広報活動も行っているが回数の割にはなかなか効果が見られない。山形の人は歩くことに１，５００円を出す人はあまりいないだろう。人を呼ぶことのできる魅力ある企画が必要だ。
【質問】
警備員を６名で計画しています。安全面で問題ないでしょうか。
【回答】
街中を歩くとなれば信号ごとの警備が必要だろう。立て看板は１，０００メートル単位で準備する。自転車や車でおおよその距離を測る。
【質問】
時間に余裕がないので不安です。スムーズな運営の工夫はあるでしょうか？
【回答】
会議をしないこと。スピーディーに作業を進める。２ヵ月間で申し込みを行い、処理に２週間の時間を要している。
【質問】
同時開催でイベントを予定していますが、混乱しないでしょうか？
【回答】
スタートが美術館前の広場とするならば、ゴールは霞城公園内でするのが望ましいだろう。市民で音楽をしている人などに参加していただいたらどうか。時間が長引けば長引くほど帰宅者が増えてくる。
【質問】
山形ウォーキングの県外からの参加者はどのくらいでしょうか？
【回答】
全体の２割くらい。河北新報にお願いし新聞に載せてもらっている。
【質問】
雨天対策はどのように考えていますか。
【回答】
小雨なら開催。中止の場合は参加費は次回持越し。保険は軽スポーツということで１人５０円。週間予報で１週間前に開催の可否を決定し、５日前くらいには中止の連絡を入れる。予報で雨となっていて中止を決定し、予報が晴れに変わったとしても中止の判断は変えない。
【質問】
子供（小学生）はどれくらい歩けるものでしょうか？
【回答】
小学生の高学年１０キロ、小学生の低学年５キロ、小さい子供連れの方は３キロのコース選定となっている。
【質問】
ボランティアは何名ぐらい協力していただいていますか。
【回答】
ボランティアとして参加している人は数名程度。スタッフとのやり取りはメールで行い、大会２週間前に全員で集まって全体説明会を行う。
